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福岡市における大規模ウォーキング大会参加者に対する

アンケート調査結果について

ウォーキング習慣の実態と関連する要因の検討
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目的　福岡市では，運動習慣のない市民に向け，歩くためのきっかけや動機づけを高めることを

意図し，「あいれふ春風ウォーク」を開催した。本研究は，市民にウォーキングを普及して

いくための基礎資料を得ることを目的とし，ウォーキング習慣に関する調査を行った。

方法　大会は，平成9年3月9日に福岡市西区で実施し，歩行距離別に5 km，10 km および20

kmの3つのコースを設定した。アンケート調査は，性別，年齢，居住地域，参加コース，

大会の情報源，他のウォーキング大会の参加経験，ウォーキング習慣の7項目からなる無記

名式とし，ゴール直後に行った。

結果　1.　大会参加者は1,039人であり，平均年齢は49.4±18.9(SD)歳であった。本大会参加者

は，女性(67％)，歩行距離が10 km以下(74％)，50歳未満(42％)，福岡市内在住者(89％)，

および他のウォーキング大会の非経験者(61％)が多く占めた。

　2.　大会参加の情報源について検討すると，全体では知人や歩こう会および家族を通じて

の紹介(32％)，健康づくりセンターや保健所でのチラシ(21％)，市政だより(13％)，案

内ハガキ(11％)とする回答が多かった。 5 kmコースでは他の2コースと比べ，家族から

の紹介が多かった。

　3.　「定期的に歩いている」とする者は，20歳以上の参加者の56％を占め，その割合は年

代または参加コースの歩行距離が上がるにつれて増加した（それぞれP＜0.01，P＜0.001）。

ウォーキング習慣別に大会参加の情報源をみると，習慣がない群では習慣がある群と比べ知

人，家族および職場からの紹介の比率が多かった(35％)。

　4.　週当たりのウォーキング時間の平均値は249±175分/週であった(n＝375)。厚生労働

省の運動所要量を満たすウォーキング実施者の割合は，年代が上がるにつれて高くなり(P

＜0.001)，20歳以上の30％を占めた。

結論　本大会はこれまで報告されている大規模なウォーキング大会と比べて，比較的距離の短い

コースを設定したことで，ウォーキング習慣のない市民が約半数を占め，大会趣旨をある程

度達成できたと考えられた。ウォーキング習慣のない者は，他者からの紹介が参加要因とな

ることが多く，より短い距離のコースに参加しやすいと考えられた。今後，本大会への参加

を契機として，ウォーキング習慣をもつ者が多い中高年層では，運動所要量を満たす実践者

をさらに増加させるとともに，ウォーキング習慣がない幅広い年齢層に対してウォーキング

ヘの動機づけを高める施策が必要であると考えられた。
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